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連携イメージ
すべての⼿続きを

漏れなく済ませること
ができました。

要配慮者の最新情報が把握
できるようになりました。

パッケージ構成
情報連携基盤（標準)
相談通報記録（オプション）
災害対策⽀援（オプション）

サーバー環境

Microsoft Windows Server 2012
Microsoft SQL Server 2012
Microsoft .NET Framework 4.0

クライアント

Microsoft Windows7 professional 
Microsoft .NET Framework 4.0
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今使っているシステムそのままに、
福祉情報を⼀元化できます。

⾏政情報連携基盤
福祉コミュニケーションサーバ



システムを⼊れ替えずに、福祉情報の連携を実現！

地域協⼒

連携基盤

内部連携

住⺠⼀⼈ひとりが、どの部⾨と関わっているか、
制度の枠をこえて横断的に照会できる仕組みを
実現します。

「今使っているシステムそのままに、福祉情報
を⼀元化したい」という現場の声から⽣まれた
仕組みです。

■ライフイベント

福祉部⾨の連携には、番号標準化、不正項⽬の排除など
意外なところに課題が潜んでいます。

定期的な連携を⾏うことが課題解決の近道です。

転出、転居などの⼿続きは、⼀回の来庁で
漏れなく終えたいものです。

ライフイベント機能は、検索した個⼈が関
わる部⾨を表⽰し、⼿続きの必要性を表⽰
します。

⼿続きの必要性は、事業の担当部⾨が管理
し、随時修正できます。業務知識に依存す
ることなく、⼿続き案内が⾏えるようにな
ります。

定期的な連携

標準化

正しい
データ

■福祉要配慮情報

個⼈ごとにメッセージを設定します。
「住⺠サービスと権利擁護」の両⽴を⽀援
します。

■ファイル・写真管理

ファイル・写真管理機能は「電⼦データを住⺠ご
とに管理したい」という要望に応えます。

このような管理をファイルサーバで⾏う場合、厳
格な運⽤ルールの取り決めが必要です。

運⽤ルールを最⼩限に抑え、電⼦データを限られ
た職員で共有できる機能を提供します。

個⼈または世帯ごとに電⼦データを登録し、ワン
クリックで閲覧できます。*1

また、住居⾒取図といった、世帯に関わる電⼦
データは⼀度の操作で世帯員の全員に紐づけるこ
とができます。
*1 ファイル拡張⼦に対応するソフトを起動します。動作はご利⽤のパソコンに依存します。

■権限管理・パスワード認証

職員ごとに使⽤できる機能を制限できます。

保護するべき情報を守れることは、情報共有には
⽋かせない要件です。

パスワード認証、⾃動ログオフ機能が、情報保護
を⼿助けします。

■相談・通報記録（オプション）

「多数の部⾨が関わる」「該当する公的⽀援がない」「主訴不明」など、情報共有が難し
い相談を記録します。共有が難しい地域の声を記録するために作られました。

■災害対策⽀援（オプション）

連携した情報から、地域防災計画に該当する個⼈・世帯を抽出する機能を提供します。
各事業の認定情報や、地域からの情報等で重みづけ（スコアリング）を⾏います。
共助（互助）の必要性を客観的に把握し、確実に地域につなぐ働きかけを⽀援します。


